
 

 

 
金属成分と岩石成分が分離する理由⇒重いか軽いか。で、密度とあたりをつける。 
金属成分で出来ているものと言えば「核」。一番重いので一番中心にある。 
地球は内部からの熱があるが、内部からの熱よりも太陽から受ける熱の方が大きい。（地球

内部熱＜太陽から受ける熱） 
以上 3 つから答えは８． 
 



 

 
プレートについて：海洋プレートは海嶺で生じて海溝で沈み込む。移動している間に冷え

て厚く重くなって海溝に沈み込む。よって３が○。一方大陸プレートは沈み込まないから、

古い岩石がある。４は×。プレート運動の速さは GPS が登場する前から溶岩などの研究に

よって割り出されていた。２も×。 
アセノスフェア（asthenosphere）とは、地球のマントルを力学的性質で分類したうち、リ

ソスフェア（プレート）とメソスフェアの間の部分。上部マントル中に位置し、深度 100km

～300km の間にある。地震波の低速度域であり、物質が部分溶融し、流動性を有している。 

低速度域のみがアセノスフェアとされるが、場合によっては下限を 660km の面と考える説

もある。よって１も×。 

 
 

 



 
圧力は中心に向かってだんだん大きくなる⇒１または２． 
マントルとコアではコアの方が金属が溶けているのだから熱いはず。よって答えは１． 
 

 



 

 

 

 

 
プルームはマントルとコアの境界から上昇してくる流れであるからａは○。 
地球内部の熱源は放射性元素の崩壊によるものと地球誕生時に蓄えられたものであるから

ｂは○。 



木星の衛星に火山活動が認められているからｃは×。 
よって答えは２． 

 

 

 

文脈から言うと、太陽光線が平行になる理由を聞かれているのだから、「地球からはるかに

離れている」が来るはず。 
太陽の南中高度の差は緯度の違い。この文脈で行くと同じ○○の上にある 2 点で、緯度が

違うわけだから同じものは「経度」。 

 
ここで同じ経線上の 2 点間の距離ｓは、間の角度が a であることより、円周の a/360 とな

る。よって地球の周りの長さは 360s/a。 
ゆえに答えは４． 



 
 

 

 
地球は極を結んだ線を軸として自転しているので、赤道方向に膨れているはず。よって 1
が×。 
 

 

 



 

 

 
花崗岩は陸の地殻を作る主要な岩石で海洋プレートを作っているカンラン岩や玄武岩より

も軽く（だから海洋プレートが大陸プレートの下へ沈む）、白っぽい（白っぽい＝SiO2 が



多い；黒っぽい＝MgO が多い）。という知識があれば、ａは○、ｂは○、ｃが× 
よって２． 

 
 

 

文脈と図１から、広域変成のあとに接触変成が起きたとわかる。広域変成によって、Ｙに

はらん晶石、Ｚには珪線石が見られる。 
広域変成作用：高圧 
接触変成作用：低圧、高温 
低圧高温で新しくできた鉱物は図 2 から紅柱石と珪線石。そのうち低温は紅柱石。 
問題文に再結晶は鉱物の外側から始まるとあるので、外側が紅柱石になっているａとｂを

選ぶ。よって答えは１． 



 

 
放射年代測定の特徴：放射性同位体を使う。これはどこでも元素特有の半減期をもつ（だ

から物差しに使う）ことだけ知っていれば１が○とわかる。 
化石は関係ないので４は×。 
放射性年代で一億年と出ているわけだから、半減期の長い同位体を使っているはず。２は



×。 

 

問題文から 
ＹとＺが一億年前に変成された。→花崗岩が貫入→Ｘの接触変成帯ができる。 
という流れがわかるので、４が可能性あり。 
明らかに１は×。（古生代は 2 億年より古い。） 
Ｘに紅柱石が見られることより、800 度より低温で接触変成が起きた。（図 2 のグラフから

800 度を超すと紅柱石はない）２は×。 
Ｙにはらん晶石、Ｚには珪線石が見られる。ことから、図 2 のグラフで、この２つができ

る温度（例えば 600 度）で、より高圧なのはらん晶石。深いのはＹ。ゆえに３は×。 
のこりは４． 
 

 
 
今Ｐに居ると言うのは、温度が約 1500 度、圧力４×109Pa。溶融曲線より高温側で岩石は



溶ける。から、Pでは溶けていない。（溶けるのは Rか S） 

マグマが上昇すると圧力が下がる。P→R へ移動する。 
カンラン岩が無水で溶ける温度からにいるから、玄武岩質マグマになる。 
よって、答えは３． 

 

 

 
http://chigaku.ed.gifu-u.ac.jp/chigakuhp/html/kyo/chisitsu/kakougan/rock-magma.html
による解説。 

http://chigaku.ed.gifu-u.ac.jp/chigakuhp/html/kyo/chisitsu/kakougan/rock-magma.html
http://chigaku.ed.gifu-u.ac.jp/chigakuhp/html/kyo/chisitsu/kakougan/rock-magma.html


 
地球内部における岩石の融解曲線と地温分布（Kushiro et al.,1968による） 

上図は，上部マントルをおもに構成する岩石（カンラン岩）が溶け始める融解曲線と地温

分布を示したもので，溶融曲線より高温側で岩石は溶けます。 

 水がない状態では，地温が融解曲線より常に低温側にありますから，岩石は溶けません。

局所的に温度が上昇するか(Ａ→Ｘ)，圧力が低下して(Ａ→Ｙ)，地温が融解曲線より高温側

になると溶けます。ところが，これに水が加わると融解曲線がまったく異なる位置にきま

す。海洋地域では地温とＺ点で交わりますから，これより高温側では溶ける条件になりま

す。大陸地域ではこれよりも深部で溶けることになります。この水はプレートの沈み込み

に伴って地表からもたらされ，大陸下の 100～200km ほどの深さでマグマを発生させると

の考えが有力です。 

 



 
ハワイ諸島の並びを思い出す。今、火山が噴いているのがハワイ島。ここが一番新しい。

よって１は×。 

 
海嶺は火山が帯状に連なっている。よって２は×。 
日本列島は海溝に平行に火山列（下図の▲）がある。よって３は○。 
火山は大陸上にもある。よって４は×。 
東アフリカ地溝帯に火山はある。よって５は×。 



 
日本の火山分布と地震の震源分布 



 

世界の主な火山分布 
 

 

 

 



 

 

不整合がないのだから、地層が全て同じ向きに積み重なっている。 
凝灰岩は道路面と東側の崖に出ている。これは一枚の地層だから、ここを結ぶと西へ地層

が傾いていることがわかる。そうすると、下の絵で、下位から赤（凝灰岩）、青（泥岩）、

緑（砂岩）、ピンク（泥岩）となる。このピンク（泥岩）の上に級化層、泥岩、砂岩、泥岩

となる。よって柱状図は３となる。 



 

 
 



 

 
地点 P は西に傾斜している。P より西で、標高 190m より低い場所でないと級化層は現れ

ない。A、B、C のいずれかになる。 
図 1 の凝灰岩と泥岩の境界に着目する（茶色のラインを読み取る）と約 0.7m 西へ行くと

1.4m 落ちていることがわかる。で、あれば A は水平距離が 40m、B は 80m、C は 40m な

ので、それぞれ A なら 190-80=110ｍ、B なら 190-160=30m、C なら 110m のところに出

る。層が出る高さと崖の標高が近いのは C。よって C が該当するから答えは３． 



 

 
軽石は水中だけでなく地上にも落下するので１は×。 
風化されるのは陸上に隆起した時。２は×。 
水の流れの影響と砂岩中の鉱物の種類は関係ない。３は×。 
カヘイ石は海の有孔虫であるが水流とは関係ない。４は×。 
斜交層理は水流の影響で出来る地層。５が○。 
 

 

 
凝灰岩は火山灰が積もって固まった堆積岩。 
a は堆積岩のでき方を言っている。 



b は接触変成岩 
ｃは凝灰岩と級化層にあてはまる。 
ｄは凝灰岩には当てはまらない。 
ｅは凝灰岩ではない。 
以上の事から答えは１． 
 

 

 

 

 

この手の問題は落ち着いて順番に考えていけばよい。 
・同じ凝灰岩ｔ層があるということは、ＸはＺより新しい。 
・生物 4 は時代ⅣとⅤ 



・生物 3 は時代ⅢとⅣ 
・生物３と４が共存しているＺ層は時代Ⅳでｔ層より古い。 
まずここから１と４は×。 
・生物 2 は時代Ⅱのみ。Ｗ層は生物 2 の出る層より古い。 
ので３は×。 
よって答えは２． 
 

 
ａの縞状鉄鉱層（ＢＩＦ）は先カンブリア紀の海底に堆積した酸化鉄を主体とする堆積鉱

床で、火山活動ではない。よって×。 
ｂの造礁サンゴは温暖な浅い海に生息するから○。 
ｃの不整合は堆積した時間に不連続があることをいう。下の堆積のあと陸化して浸食をう

け再び沈降して上の層が堆積したなど。よって○。 

以上の事より、答えは５． 

 
 



 

 

 

 
雲を作っている粒子の大きさが 0.01mm か 1mm かと問われれば、0.01mm が正しいと察

しがつく。（１，２，３，４のどれか） 
区間 AB で空気が下がるので温度が上がる。（１か３） 
雲の中であるから、湿潤。答えは３。 



 

空気の安定・不安定とは、周りの空気よりも温度が高くてさらに上昇する場合は不安定（雲

ができる）、温度が低くて下降する場合が安定（雲ができない）。 
この問題では山頂に達した後で下降しているので安定だと判断される。 
 
具体的な解説： 
安定 

 

地上の気温が 20℃、上空 100ｍの気温が 19.8℃だったとする。 
このとき、地上にある空気の塊が上昇したとすると、上空 100ｍでは先ほどと同じ 19℃に

なる。 
このように、持ち上がった空気の塊が周りの空気よりも温度が低い場合、持ち上がった空

気の塊の方が重いので、上昇せず下降する。 
空気が下降するということは、上空に雲ができない。そのため、大気が安定し、雨が降ら

ない。 
不安定 



 

地上の気温が 20℃で、上空 100ｍの気温が 18℃だったとする。 
このとき、風が海から山の方に吹くなどして、地上にある 20℃の空気が持ち上がったとす

る。 
上昇した空気は、100ｍ上昇するごとに約１℃下がるから、上空 100ｍでは 19℃になる。 
このとき、持ち上がった空気の塊は周りの空気よりも気温が高くなっている。 
そのため、持ち上がった空気の塊の方が軽いので、空気の塊は浮力を受けて、どんどん上

昇する。つまり、持ち上がった空気の温度が周りの空気の温度より高いと上昇気流が起こ

る。 
上昇気流が続くと、いずれ雲が発達して、雨が降る。 
 

 
太平洋側に冷たく乾いた風が吹き降りるのは、冬型の天気。フェーン現象が起きやすいの

は日本海に低気圧があって南寄りの風が吹き込む天気。 
まず、大陸に高気圧、太平洋に低気圧の冬型の天気を探す。→ｃ 
フェーン現象はａか d ということになる。日本海に台風（低気圧）があるのはａ。 
よって５． 



 

 

 

 



 

雲粒について： 
１は過冷却ではなく過飽和。ゆえに×。 
２は○。 
３は大きな雲粒の方が重いので落下速度が速い。ゆえに×。 
４は気象衛星で見ている赤外線は雲や地表から放射されたもの。ゆえに×。 

 

 
貿易風：赤道付近は常に上昇気流が発生している低圧帯であり、上昇気流は上空で北上し、

北緯 30°付近で下降し、コリオリの力を受けながら偏東風（北東貿易風）として赤道付近

に戻る。 



 
エルニーニョ：貿易風が弱いと海水がインドネシア沖まで移動せずペルー沖の温度が高く

なる。雨の位置が東へずれる。 

 

 



 
エ：赤道は海面気圧が低い→５，６，７，８のいずれか。 
オ：エルニーニョは暖かい海水が薄く広がるので、深さの差は小さくなる→７か８ 
カ：エルニーニョ現象は天気予報でよく報道されているのを思い出せば数年おきの現象。 
よって７． 

 

 
ａはコリオリ力は高緯度の方が大きいから×。 
ｂは南半球の貿易風は南東からふくので海流が反時計回り。よって○。 
ｃは○。 
ゆえに答えは５． 



 
コリオリ力： 
地球は東向きに自転している。そのため、低緯度の地点から高緯度の地点に向かって運動

している物体には東向き、逆に高緯度の地点から低緯度の地点に向かって運動している物

体には西向きの力が働く。コリオリの力の大きさは式で表すと「2vΩsinθ」となる。2 は

定数、v は速度、Ωは地球の回転角速度でこれも定数、θはその地点の緯度となる。赤道で

はθ＝０°で Sinθ＝０、極ではθ=90°で sinθ＝１．高緯度ほど大きい。 

 
 

 



 

 

 

外惑星の運動：火星が逆行する期間の中間で衝（惑星―地球―太陽という並び）。よって３

か４になる。 
公転方向から、この図は北から見ているものとわかる。地球が夜の時、金星が西側に来る

のは４． 



 

 

 

近日点と遠日点（この図の地球が太陽で、人工衛星が小惑星と読み替える） 

 



赤いラインが 1.0 天文単位、青いラインが 3.0 天文単位であるから楕円の長径は 4.0 天文単

位となる。 
公転周期を求めるには、ケプラーの第 3 法則を使う。 
惑星の公転周期Ｐの 2 乗は、軌道の長半径ａの 3 乗に比例する。 
のであるから、軌道の長半径 a=4÷2＝2 より 
23/P2=1 で P2=8．で P=2√2≒2.8 公転周期は 2.8 年 
ケプラーの第 2 法則より速度が速いのは近日点とわかるから、答えは３． 
 
ケプラーの法則 
第 1 法則（楕円軌道の法則） 
惑星は、太陽をひとつの焦点とする楕円軌道上を動く。 
第 2 法則（面積速度一定の法則） 
惑星と太陽とを結ぶ線分が単位時間に描く面積は、一定である（面積速度一定）。 
第 3 法則（調和の法則） 
惑星の公転周期Ｐの 2 乗は、軌道の長半径ａの 3 乗に比例する。 

 

 
季節によって見える星座が変わるのは地球が公転しているため。１は○。 
惑星は別に天の赤道付近を動くわけではない。２は×。 
日周運動は自転。３は×。 
年周とくれば公転に関わること、と気づけば４は×。 

 



 
銀河は遠ざかっている→ 
スペクトルを見ると赤方偏移といって、波長の長いほうへずれている。すなわち遠ざかっ

ていることが分かる。ハッブルの法則から「遠くの銀河ほど後退速度が大きい」といえる。 
ここからアは「長い」。１，２，３，４のいずれか。 
ビッグバン：140 億年前。（46 億年前は地球の誕生）よって答えは４． 

 

 
恒星の明るさと距離。 
遠方の天体までの距離とその遠ざかる速度（後退速度）は比例関係にある。よって A と B
の距離の比は 4000:12000＝1:3 



みかけの明るさと距離：星からの光は距離が 2 倍、3 倍になると届く広さが 22倍、32倍と

なるから、単位面積当たりの明るさは 1/4、1/9 となる。よって B の明るさを a としたとき

に、いまの A の明るさは 3a。A の距離を 3 倍にするとみかけの明るさは 1/9 になる。よっ

て 3a×（1/9）＝a/3．答えは３． 

 
１はビッグバンの時に作られたとは限らないから×。 
２は？ 
３は銀河は集団を作るから×。 
４は光の速さは有限だから遠くの天体は、過去の姿を見ていることになる→○。 
よって４． 


